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橋原　　民族学研究用画 像検索 システムの視覚化ユーザーインターフェース

民族学研究用画像検索 システムの

視覚化ユーザーインターフェース

橋 原 秀 晴*

要 旨

　　本稿では,本 共同研究において構築 した民族学研究用画像検索システムのユーザー

　インターフェース にっいて述べる。

　　 コンピューターの専門家でない民族学研究者にとっての使いやすさを追究するため,

　 Star,　Macintoshに 代表されるオブジェクト指向のユーザーインターフェース を参考

　 にして基本設計を行なった。

　　ユーザーインターフェースを改善するために,繰 り返し設計法によるアプローチを

　 用いた。このために高機能な専用マルチウィン ドウシステムを開発 し,ユ ーザーイソ

　 ターフェース層を切 り離すことでプログラミングの変更を容易にできるようにした。

　 このように して試作したシステムをエンドユーザーに試用してもらい,思 考口述法に

　 よりフィー ドバ ックを収集 してシステムを修正することを繰 り返 し,よ り良いイソ

　 ターフェースを追究した。

　　 この結果,エンドユーザー の要求を明確化することができ,ユ ーザーフレンドリー

　 なインターフェース を実現することができたと思われる。また今後の課題と問題点,

　 汎用画像データベースへの発展性についても述ぺた。

1　 は 『じめ に

　民族学研究用画像検索 システムを構築す る上 で,ユ ーザ ーインターフェース は極め

て重要 な要素 の一つであ る。それはエンドユーザー である民族学研究者が基本 的に文

科系の出身であるため,プログラミング 言語 や コマ ソ ド入力方式を習得す るのは困難

である し,メ ニュー選択方式や ファソクション キ ー方式 では柔軟性に欠け,容 易に使

用 できない等の理 由に よる 【杉田　 1987a】。

　一方Star,　 Macintoshに 代 表 され る ようなオブジ ェク ト指向の視覚化 ユーザ ーイ ン

ター フェースが この ような問題を解決す るため の一案 として発表 され,高 い評価を受

けてい る 【SMITH　et　al.1982】 。 そ こで本研究 では,こ の よ うな視覚化=一 ザ ーイ ソ

*日 本 アイ ・ピー ・エ ム(株)東 京基 礎 研 究 所
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ターフェースを適 用 した画像検索 システ ムを提案す る。

　 この ような対話型 システムを評価,改 善するための有効な手法 の一つ として,迅 速

に プロ トタイ プを作成 し,実 際にエ ン ドユーザーに試用 して もらっては修正を繰 り返

す とい う,繰 り返 し設計法 に よるア プ ローチが提案 されてい る[GOULD　 and　LEWiS

l9851。 本 研究で も,実 際に プ ロ トタイ プを構築す ることを通 じてエンドユーザー の

要求を明確化 し,ユ ーザーフレンドリー なインターフェース を追究す ることを 目的 と

した。

2前 提

2.1対 象 デー タ

　国立民族学博物館(民 博)で は約16万 点におよぶ標本資料を収蔵 してお り,こ れら

を様々な観点からデータ化 し,コンピューター によって管理す ることを試みている

【杉田　 1987bl。 このうち,本 画像検索 システムで対象としたデータは以下の2種 類

である。

・標本画像

標本資料を民博所有の 「標本画像自動入力計測装置」によってディジタル画像化

　したものであ り,平 面,正 面,側 面,鳥瞰 の各方向から撮 った濃淡画像(1024×

1024画 素,8ビ ット),お よび鳥臓方向から撮 ったカラー画像(1024×1024画

素,24ビ ット)を 対象とする1)。

・標本情報カー ド

標本管理のために収集時に民族学研究者によって記入された文字数値データであ

　り,標 本番号,標 本名,使 用地等,30項 目にわたる記入内容を対象とする2)。

2.2対 象 ユ ーザ ー

　本画像検索システムが対象 とするエンドユーザー は民族学研究者であ り,民 族学の

専門家ではあるがコンピューター の専門家,も しくはその訓練を十分に受けた人たち

ではない。このようなエンドユーザー の特質 として,以 下のようなことが述べ られる

と思う。

1)本 書資料編Dr標 本画像自動処理装置」参照。
2)本 書資料編A「 情報カー ド」参照。
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・情報整理のエキスパー ト

コンピューターを使 うことには不慣れであっても,紙 や鉛筆を使 った情報整理に

関しては専門家である。彼らは様々なデータを独自の解釈で比較,分 類した りす

ることで新たな知的創作活動を行なっている。

。個人指向

一般的にデータベースでは多 くの人間によってデータを共有 し,利 用することを

　目的とするが,彼 らはこれに独自の解釈を付加した り,分 類をする必要がある。

図1　 システム構成図
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これらのデータは個人的に管理されるものである。

2.3　 システ ム構成

　本画像検索システムのシステム構成(図1)は,パ ーソナルコンピューター(PC)

と大型計算機のマイクロメインフレーム結合による分散処理方式とした。これによっ

てPCで は個人用データの管理 と視覚化ユーザーインターフェースによる個人用環境

を提供 し,大 型計算機では大量の共用データを管理する共用環境を提供する。

2.4　ウィンドウ シ ス テ ム

　 視覚化 ユーザ ーインターフェース はすべてPC上 に実現 され るわけだが,そ の試験

に プロ トタイピング の手法を用い るために柔軟 に変 更で きる構造が必要 である。そ こ

で本画像検索 システムでは,MacintoshのToolbox　 l西林　 1987;小 野 　 1987】 を 参考

に して専用 ウィ ン ドウシステム(図2)を 開 発 した。 このため,ユ ーザ ーイ ソターフ

ェースの基 本的な骨子 は以下に挙げ る よ うに,Macintoshに 準 じた ものにな って い

る。

・2ボ タ ンマ ウスに よる操作

●イベ ン トドリブン(事 象起動)

●オ ーバー ラップマルチウィンドウ

●階層型 ウィン ドウ構造

●ポ ップア ップメニユー

●アイコン

● コ ン トロ ー ル ダ イ ア ル

● ダ イ ア ロ グ パ ネ ル

図2ウィンドウ シス テ ム

186



橋原　　民族学研究用画像検索システムの視覚化ユーザーインターフェース

3基 本設計

3.1　 アプ ローチ方法

以上の ような前提条件を考慮 した上で,本 画像検索 システムのユーザ ーイ ソターフ

ェースを設計 した。 この際,以 下 に述べ るよ うな アプローチを用 いた。

・直接操作

2.1節 で 述べた性 質 の異な るデ ータを一 元的 に扱 うた めに,直 接操 作の考 え方

【SHNEIDERMAN　 1983】 を取 り入れ る。 これはデ ータをオブジ ェク トとして視 覚的

に表現 し,直 接操作す ることで従来 の命令言語 シ ソタ ックスに置換す るとい う方

法 であ る。

・メタフ ァー の使用

2.2節 で 述べた よ うに,エンドユーザー は実際の物理的 な世 界におけ る情報整 理

には精通 している。 このため,紙 と鉛筆 に よる実世界 を シ ミュレー トす るとい う

　メタファー(暗 喩)に よるアプローチ 【CARRoL　and　THoMAs　 1982】 は効果があ る

　と思われる。

3.2　 デ ー タの視 覚化

　以上のアプローチから,本 画像検索システムではデータ,お よびデータが格納され

ている環境を以下のように階層的に視覚化 した(図3)。

＼

3.2.1情 報 カ ー ド

　あ る標本 につ いての画像 データ と文 字数値 データは,デ ータタイ プは異な るものの

同一の対 象を記述 してい るものであ り,そ の観 点からは一塊のデー タと考 えるべ きで

あ る。本 画像検索 システ ムでは,こ れ らのデー タを フ ラッ トに並 べた ものを 「情 報

ヵ一 ド」 とい うオブジ ェク トに統合す る。

　 また情報 カー ドには 「注釈欄」 と呼ぶ,ユ ーザ ーが 自由に記入で きるフィール ドを

付加す る。

3.2.2惰 報 フォルダー

　惰報 カー ドの集合は 「情報 フ ォル ダー」 とい うオ ブジェク トで表現 され る。本画像

検索 システムにおけ るデータ集合は,す べ て情報 フ ォル ダーとい うカー ド集合 の形態
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を とる。すなわち,大 型計算機上 にある共用 データベ ースや,検 索結果 として導 出さ

れ るテー ブル,お よびPC上 に ダウ ンロー ドされたテ ーブルはすべて情報 フォルダー

と して表現 され る。

　 また情報 フ ォル ダーには,ど の ような条件 で検索 されたかを示す 「履歴 カー ド」が

含 まれ る。

3.2.3　 引 出し

　情報 フォル ダーの集合 は 「引 出 し」 とい うオブジ ェク トで表現 され る。引出 しは シ

ステム上 でデータの格納 され る場所を表わ してお り,以 下 の3種 類の ものを考 える。

　・共用引出 し

　　大型計 算機環 境を表わ し,共 用 デ ータベ ースを表 わす 「原本 フォル ダー」,高 解

　　像度 デ ィス プ レイを表わす 「5080フ ォルダー」,お よびユーザーの検索結果 であ

　　る 「情報 フ ォル ダー」 を含む。

　・個人用引出 し

　　PC環 境 中のハー ドデ ィス クを表 わ し,ユ ーザーがダウン ロー ドした 「情報 フォ

　　ル ダー」,お よび検索 カー ドを保管 した 「検索 フォルダー」を含む。

　・作業用引出 し

　　PC環 境中のRAMデ ィス クを表わ し,個 人用引出 しと同様に 「情報 フ ォル ダー」,

　 　お よび検索条件を保管 した 「検索 フ ォルダー」を含む。

図3　 データの視覚化
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　 これ らの引出 し間における フォルダーの移動 は,デ ータを異 なる格納場所に複写す

ることを意味す る。例えば,共 用引 出 しか ら作業用引出 しへの移動 はダウンロー ド命

令 に置換 され る し,作 業 用引出 しか ら個人用 引出 しへ の移動 は複写命令に置換 され

る。

3.2.4　保管庫

　すべての引出しは 「保管庫」 とい う唯一のオブジェク トに含まれる。本画像検索シ

ステムでは,保 管庫はシステム全体を表わしている。

3.3　 デ ー タ表 示 機 能

　視覚化 された オブジェク トは,以 下 に述べ る ような方法でPC,お よび高解像度デ

ィスプ レイ上に表示 され,視 覚に基づ く画像検索 【WiLsoN　and　HERoT　 1980]を 実 現

した 。

3.3.1概 視機能

　個人用引出し,お よび作業用引出し内の情報 フォルダーに含まれる情報カー ドは,

以下の方法で表示することができる。

・情報カード表示

画像データと文字数値データを,一 枚のカー ドとしてウィンドウ 内に表示する

(写真1)。

・画像見出し表示

画像見出しとは,情 報カー ドの画像データのことで,一 つの情報フォルダーに含

　まれる情報カードの画像見出しを一覧表形式でウィンドウ 内に表示する(写真2)。

画像見出しの並び方は,ユ ーザーが自由に変更することができる。

・属性見出し表示

属性見出 しとは,情 報カー ドの文字数値データの各項 目を一行に並べたもので,

一つの情報フォルダーに含まれる情報カー ドの属性見出しを通常のデータベース

　の表形式でウィンドウ 内に表示する(写 真3)。 項 目の横幅や並ぶ順序は,ユ ー

　ザーが自由に変更することができる。

画像見出しと属性見出しは,情 報 カードの持つ情報をそれぞれ画像,文 字数値とい

う異なるメディアに射影 したものと考えることができる。これらの見出しは情報カー
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表1多 階層画像表示

表示 モ ー ド

表

示

画
像

鳥瞳 図 ・1×1

鳥瞰図 ・3面 図

鳥 職 図 ・2×2

平 面 図 ・2×2

正 面 図 ・2×2

側 面 図 ・2×2

鳥 鰍 図 ・4×4

1
0
2
4
×
1
0
2
4

カ
ラ
ー
鳥
臓
図

1枚

5
1
5
2

×
ρ)
ー
ウ
β

カ
ラ

ー
鳥

臓
図

1枚

4枚

肩)
1
2
×
5
1
2

濃
淡
平
面
図

1枚

4枚

5
1
2
×
5
1
昌
2

濃
淡
正
面
図

1枚

4枚

躍)
1
2
×
5
1
鳥∠

濃
淡
側
面
図

1枚

4枚

2
膚)
10
×
2
《
》6

カ
ラ
ー
鳥
澱
図

16枚

ドを表わすアイコンのように扱われ,マ ウスで指定することで対応す る情報カー ドを

表示 した り,複 写,削 除等の操作を行なえる。

3.3.2　 多 階層画像表示

　本画像検索 システムではより高精細な画像を表示する機能として,大 型計算機に接

続された高解像度ディスプレイに多階層画像3)を 出力させることができる。

　従来は多階層表示のために高解像度ディスプレイ専用のポイ ソティング装置やキー

ボードを使用 していたが,ユ ーザーインターフェース を統一するために 「仮想スク

リーン」の考えを用いた。高解像度ディスプレイは 「5080フォルダー」 と呼ばれるア

イコンとして共用引出しに含 まれてお り,こ れをオープソすると仮想的なスクリーン

がウィンドウ として表示される(写 真4)。 ここに表示 したい画像の見出しを持って

いくことで,対 応 した画壕を自動的に高解像度ディスプレイに出力する(写 真5)。

　画像表示は表1に 示すように,7階 層で行なわれる。

3.4　 検 索 方 法 の視 覚 化

　 本画像検 索 システ ムにおけ る検索 は,文 字 数値 デー タに よる属性検索 を基本 とし

た。 この よ うな検索方法 として,プ ログラミング言語 に よる方法,コ マ ソ ド入力に よ

3)本 書 「共同研究の概略一 一方法と成果一 」,"5画 像 データベースシステム"参 照。
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る方法,自 然言語に よる方法,メ ニュー選択 に よる方法,フ ァンクシ ョンキーに よる

方法等が用い られて きた 【JARKE　and　VAsslLlou　 1985]が,近 年,直 接操作 の考 えに

基づいた視覚的検索法fBRYcE　 and　HuLL　 1986】 が 提案 されている。そ こで本画像検

索 システ ムにおいても,カ ー ドとフォル ダーとい うオブジェク トに よる視覚的検索法

を提案す る。

3.4.1検 索 カ ー ド

　検索に用いることのできる項 目名 と,そ れに対する条件節を表形式でカー ド化 した

ものを 「検索カー ド」 というオブジェクトで表現す る(写 真6)。 条件節は文字デー

タの場合は部分文字列マッチング(LIKE述 語),数 値データの場合は 「=,〈,〉 」の

演算子,お よびこれらの間で 「&,IJの 論理演算子を指定することが可能である。一

枚の検索カー ド内の条件節は,す べてAND条 件で結ばれ る。条件節をOR条 件で結

びたい場合は,後 述の検索見出 しによる方法で行な うことが可能である。

3.4.2検 索 フ ォ ル ダ ー

　検索カー ドの集合は 「検索フォルダー」 というオブジェクトで表現される。検索 フ

ォルダーは個人用引出しに保管されてお り,必 要に応 じて過去に使用した検索カー ド

を再利用できるようになっている。

3.4.3　 検 索見出 し

　検索見出しとは,検 索カー ドを 「カード名」の形式で書き表わ したもので,検 索 フ

ォルダー内の概覧ができるとともに,検 索カー ド間の論理演算を指定できる(写 真

6)。 例えば,仮 面に関する条件と使用地に関する条件を別々の検索カー ドに記入し

ておき,検 索見出 しを 「&」で結ぶことで共通集合を指定することができる。

　データベースに検索をかけるには,検 索見出しの行をマウスでピックし,ド ラッグ

して共用引出 しの中の検索をかけたい情報 フォルダーに持 ってい くことで実行 され

る。検索結果の情報フォルダーは,共 用引出しの中に追加されていく。

　共用引出し内に作成された情報フォルダーは大型計算機上のテーブルに相当 し,さ

らに検索をかけることができる。ただ し,こ のままでは中のデータを見ることができ

ないので,共 用引出し内から個人用,ま たは作業用引出しにフォルダーを ドラッグし

てやることでダウンロードされ,デ ータを見ることが可能になる。
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3.5　 ビジ ュアル ア レンジ メソ ト機能

　民族学研究のために画像の内容によってデータの整理,分 類を行ないたいとい う要

求が挙げられているが,画 像内容を自動的に認識 して検索を行なうようなシステムは

まだ実現されていない。そこで本画像検索システムのユーザーインターフェース を応

用 し,簡 単な操作によって画像内容による整理,分 類を可能とした 「ビジュアルアレ

ソジメソ ト機能」を付加した。

　本画像検索システムにおける検索は予め付加された属性データによるため,例 えば

「籠」 とい う標本名を持つデータ集合を作ることはできるが 「手提げのついた籠」の

データ集合を作ろうとした場合,そ れが属性データとして付加されていない限 り不可

能である。 しかし,一 覧表示 された画像見出しをユーザーが見ることで,そ の画像の

概略を認識することが可能である。前述の例では 「籠」の画像見出しから 「手提げの

ついている籠」と「手提げのついていない籠」を識別することは容易である。そ こで,

画像見出しをマウスでピックし,ド ラッグして別のフォルダーに持っていくことで,

その画像見出しが表わす情報カー ドを別のフォルダーに複写する機能を提供 した(写

真7)。 この機能を繰 り返すことで,ユ ーザーは任意のデータ集合を生成することが

可能である。

4評 価と考察

　以上の基本設計に沿って,本 画像検索 システムのプロトタイプを構築 した。 システ

ムは実際に複数の民族学研究者により試用 され,思 考口述法[LEVVIs　 1982]に よって

様々なフィー ドバ ヅクを得た。この うち問題点として指摘 された重要なもの,強 く要

求されたもの等をいくつかのカテゴリーに分類 し,具 体的な内容とその原因,お よび

解決策について考察する。

4.1　 データの視覚化に関す る問題点

4.1.1　引出しによる作業環境の表現

　「共用引出し内の情報フォルダーは大型計算機上にデータがあるため,検 索対象 と

　することはできるが,オ ープンすることができない。また逆に,個 人用引出し内の
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情報 フォルダーは検索対象とすることができない。このような違いが同じアイコン

で表わされているため認識 しづらい。また,同 じフォルダーがあちこちに存在する

ため判 りにくい。」

本画像検索システムにおいては,共 用環境 と個人用環境の違いを引出しの違いとし

て表現しようとしたが,こ れらは名称が違 うだけの同じオブジェク トとして表現され

ていたために,ユ ーザーの誤解を招いたと考えられる。また,物 理的に見ることのな

い大型計算機の環境を,ユ ーザーに意識させる必要はないとも考えられる。

　これらの理由により共用環境を表現することはやめ,PCに よるシソグルシステム

イメージを追求することに した。

4.1.2　アイコン による特殊機能 の表現

　「共用 引出 しの原本 フォル ダー,5080フ ォルダー等,特 殊 な意味を持 ってい るのに

　 フ ォル ダーとい う統一概念で表わ されてい るため,そ の機能が判 りに くい。」

　コソピ・ユーター専門家の感覚からすると,デ バイスやデータベース等も仮想的に同

じものとして統一概念で考えようとする傾向があるが,こ れはエンドユーザーにはか

えって判 りにくいものとなる。 メタファーによって現実世界をシ ミュレー トするな

ら,デ バイス等は忠実にその動作を表現 した方が理解しやすい。ただし,デ ータベー

スのように物理的な実体がないものをどのように表現するかは問題である。

　そこで現実世界におけるデータ収集の一方法である 「資料室の受付で検索の依頼を

する」という方法をシミュレー トすることを考案 した。詳細は後述するが,「資料室」

というアイコンによってデータベースを表現 し,そ この受付係に検索を依頼す るよう

な擬人化に よる方法とした。

4.1.3　 オ ブジェク トの状態表示

　 「例 えば,情 報 フォル ダー等 は一度 オー プンされ ると再 オ ープンで きないが,そ の

　状態 が表示 され ないため判 りに くい。」

　オブジェクトや システムの状態表示はユーザーの安心感を増すために必要なことで

ある。従来,フ ァイルを表わすフォルダーアィコソ等の状態表示には色の変化や,線

によって囲んだ り,薄 く表示した りする方法が用いられていた。

　これらの方法は簡単に実現することができるが判 りやすさに欠けるため,本 画像検
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索 システムではアイコン 自体を変化させることで状態表示をさせる方法を用いること

にした。例えぽ,フ ォルダーをオープソする場合にはフォルダーアイコンが閉じた状

態から開いた状態に変化 して表現する。

4.2操 作性に関する問題点

4.2.1　 ウ ィン ドウの書換 え

　「本画像検索 システ ムのウィンドウ システムはMacintosh同 様,ト ップウィンドウ

　のみがア クテ ィブとな っている。 このため下にあ るウィンドウ を触 ると書換えが起

　 こ,り,イ ライラさせ られ る。」

　オ ーバー ラップ方式のウィンドウ システ ムでは,再 描画が相当速 く行なわれな いと

このよ うな問題が発生す る。32ピ ッ ト以上の ワークス テーション 等では,強 力 な中央

演算処理 装置や豊富 な メモ リー容量に よって実現す るこ とが可能 だが,PCで は なか

なか困難 である。

　本画像検索 システムではウィンドウ システ ムを改造 し,ト ップにな くてもウ ィソ ド

ウの再描画が可能な マルチア クテ ィブウィン ドウ方式 とす ることで解決す ることに し

た。

4.2.2マ ウス ボタンの使 い分け

　「本画像検索 システ ムでは右 ボ タンがポ ップア ップメニューの表 示,左 ボ タンが オ

　 ブジェク トの ピック,ド ラ ッグと使 い分け るよ5に なってい るが,覚 えるまでは判

　 り承こくし、。」

　 これは マウスを使 うシステムでは よく問題 とされ る ことである。Macintoshの よ う

な1ボ タソ方式 のほ うが判 りやすい とい う一般 的な意見 もあ るが,こ れだ とプル ダウ

ソメニュー方式 とな り,ポ ップァ ップメニューに よる直接操作の感覚が薄れ るこ とも

考 えられ る。

　 また,慣 れて しまえば この方式 も使 いやすい とい う意見 もあ るので,マ ウスの操作

方法 に関 しては このままに してお く。
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4.2.3　 キ ー入力の省略

　 「フ ォル ダー名や カー ド名の入力等,デ フ ォル ト名がついていれば済む ところでは

　極 力キー入力を省略 したい。」

　これは,マ ウスを操作中にキー入力するにはマウスから手を離さなければならず,

この移動が非常に面倒なために生 じる問題 と思われる。

　本画像検索 システムでは,フ ォルダー名等はすべてシステム側で適当な名称をつ

け,必 要な場合は後でユーザーがキー入力によって変更を行な うようにすることで,

キー入力を最小限にとどめることにした。

4.2.4　頻繁に使 う機能の操作性

　「例えぽ,検 索の際の検索見出しによるカー ド間の集合演算の指定等,め ったに使

　わない機能のためによけいな操作が必要 とな り,操 作性が落ちている。」

　これはよく指摘される問題の一つで,ユ ーザーは使用頻度が高 くなると,対 話の回

数やキー入力の数を少な くしたくなる。

　このような問題の解決には,省 略形,特 殊キー,マ クロ機能等が考えられるが,本

画像検索システムのユーザーインターフェース にはなじまない。ここでは,検 索時に

集合演算を行なうことをやめ,後 から別の方法で行なえるようにすることにした。

4.3　 メ ッセ ージに関す る問 題点

4.3.1作 業状態の表示

　「特に大型計算機側での処理等,時 間のかかる場合,作 業の進行状態を表示 して く

　れないとシステムダウン と間違えやすい。」

　 これ もよく指摘される問題の一つであるが,大 型計算機側の処理の進行状態はPC

側では把握できないため正確な表示は不可能である。

　そこで,大 型計算機側の負荷を処理内容から予測 して,お よその待ち時間を表示す

ることでユーザーの心理的不安を軽減することにした。
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5最 終設計

　以上のようなフィードバ ックに基づき,ユ ーザーインターフェース の修正を行なっ

た。修正は繰 り返 し何回も行なわれたが,最 終的に決定されたものと基本設計 との差

分について述べる。

5.1　 ウ ィ ン ドウ シ ス テ ム の 変 更

　4.2.1節 で述べた よ うに,ウィンドウ システムをマルチア クテ ィブ方式に変更 した。

ただ し,特 殊 なハ ー ドウェアを用 いるのは困難 なため,再 帰呼 び出 しに よって ウィン

ドウを矩形領域に分割 し,ク リッピソグしながら描画 してい く方法を ソフ トウェアで

実現 した。

　 この変更に よ り,画 面上 に見 えてい る全 てのオブジ ェク トを直ちに操作す ることが

で きるよ うにな り,不 必要 なユーザ ーの待ち時間をな くす ことができた。

5.2　 デ ー タ の 視 覚 化 に 関 す る変 更

　 4.1.1節 で 述べた理 由か ら保管庫 の階層 を削除 し,引 出 しも個人用引出 し以外 は削

除 した。共用 引出 しに含 まれ ていた原本 フォル ダー,お よび5080フ ォル ダーはそれぞ

れ 「資料室」,「5080」 とい うデス ク トップアイコン としてウィン ドウ外に置いた(写

真8)。

　 この変更に よ り,ユ ーザ ーに見 えるフ ォル ダーは個人用の ハー ドデ ィス ク内 のもの

だけ とな り,引 出 しの違いに よる混乱を避け ることができた。 また特殊機能を持つオ

ブジ ェク トは特殊 なアイコン として独立 させたため,認 識 しやす くな った。

5.3　 検索方 法 に関す る変 更

　4.2.4節で述べた理由か ら,検 索 フォルダー,お よび検索見出 しは削除 した。検索

条件を示すものとして検索カードを用いるが,こ れは情報フォルダーに一枚だけ含ま

れ,履 歴カードを兼ねる。

　検索フォルダーを削除したために検索条件の再利用ができなくなってしまうので,

検索カー ドの入力に単語登録機能を付加 した。これは,各 検索項目ごとに頻繁に使用

する単語を10個 まで登録 しておき,ポ ップア ップメニューで選択することによって

キーボー ドに触れることなく条件を入力できるようにしたものである(写 真9)。

　また,検 索見出しを削除したために検索カー ド間の集合演算ができなくなってしま
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うので,情 報フォルダー間の集合演算を行な う 「集合演算」アイコン を付加した。こ

のアイコンの所へ二つの情報フォルダーを ドラッグしていき,和 集合や,共 通集合を

作ることを指定すれぽ,新 たな情報フォルダーが引出し内に生成される(写 真10)。

　データベースに検索をかけるには,ま ず作業用の空のフォルダーを用意する。作業

用フォルダーには検索カー ドが一枚入ってお り,こ れを取 り出して検索条件を記入す

る。記入が終わったら検索カードを作業用フォルダーに戻し,フ ォルダーをマウスで

ドラッグして資料室アイコン に持 ってい く。す ると資料室の受付係が後ろを向き,大

型計算機で検索中であることを示す と同時に,処 理に必要な予測時間を表示する(写

真11)。 検索結果として,ま ず候補数が表示 され,フ ォルダーを作成するかどうか尋

ねてくる。「了解」を選択すると自動的にダウンロー ドが始まり,進 行状態がパーグ

ラフにより表示される(写 真12)。 以上で新 しいフォルダーがPCの ・・一 ドディスク

内に作 られ,自 動的に 「検索結果」という名称に変更される。

　 このように変更された検索方法では,特 別な検索条件の入力以外にキーボー ドを用

いることな く,一 連の操作で検索からダウン ロー ド処理までを行なえ,操 作性を改善

することができた。

6結 論

　民族学研究用画像検索 システムにおいて,直 接操作とメタファーを基本とした視覚

化ユーザーインターフェース は,コンピューター の専門家でない民族学研究者にとっ

ても理解しやすく,使 いやすいものであることが確認できたと思われる。

　また,繰 り返し設計法によるユーザーインターフェース の改善は非常に効果的であ

り,ユ ーザーの要求を細かい点まで知ることができた。問題点として挙げられたこと

は,原 因を追求すると一般的に言われていること 【SHNE　DERMAN　 1987】がほ とんど

であったが,設 計段階ではなかなか気づかないことが多 く,こ の意味でも繰 り返 し設

計を行なう意味があると思われる。ただし,こ のような視覚化インターフェース を実

現するにはプログラミングに要する労力が多大になるため,Toolboxの ような良いマ

ルチウィンドウ システムが必須 となるが,PC用 のものであってもマルチアクティフ

方式とする必要がある。

　今後の課題として,現 在は分離しているデータの入力システムも取 り入れ,デ ータ

ベースの設計,入 力,修 正等を行なえる画像データベースへ と発展させたい。 この場

合も,一 貫性のある視覚化ユーザーインターフェース のあ り方が問題 となろ う。ま
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た,汎 用化す る場 合には,ユ ーザ ーインターフェース だけ でな く,ウ ィン.ドウシステ

ムや,デ ータベ ース としてのアプ リケーションプログラムのイ ンターフェースも考慮

する必要があ る。
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写真1情 報カー ド表示

写真2　 画像見出し表示

写真3　 属性見出し表示
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